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Abstract:Investigation of oceanic architecture has not been sufficiently investigated since previous studies of 1999. 

Therefore the current location situation can't be grasped. Therefore, in this study, we conducted a case study of oceanic 

architecture which exists in Japan. As a result, I confi rmed the location situation of the oceanic architecture. Furthermore, 

by comparing the fi ndings with past cases were clarifi ed the tendency in the closed facility.

1．はじめに

　海洋建築物の事例調査は , 既往研究［1］で 1999 年に

行われているが , その後の経過についての調査が十分

になされておらず、新たに閉鎖及び撤去された施設の

把握がされていない .

　そこで本研究では , 海洋建築物の再調査を行い , 閉

鎖や撤去が確認された事例について考察する .

2．調査概要

　まず , 本調査では Google Earth を用いてその衛星か

らの画像を基に , 汀線よりも海側に立地し潟も含めた

建築物の抽出を行い , 各施設のホームページにより情

報の整理を行った .

　次にそれらの結果と既往調査［1］［2］［3］を加えたもの

を 1999 年と比較し考察を行った .
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3．海洋建築物の立地状況と動向

　調査結果の 90 事例を Table1. 既往調査 61 事例（1999

年）の立地と現存の状況を Figure1 に示す . 本調査で

71 事例の現存と 19 事例の撤去を確認できた . また ,

現存する 71 事例のうち営業施設は 66 事例であり , 残

りの 5 事例は閉鎖施設であった . 営業している 66 事

例の機能を分類すると , 飲食施設（21 事例）, レジャー

施設（15 事例）, 展望施設（7 事例）, 宿泊施設（6 事例）,

展示施設（3 事例）, 体育関連施設（3 事例）, その他（11

事例）に分類できた . その中でも , レジャー施設を見

ると 1999 年では 4 事例であったが , 現在では 15 事例

と増加していることが分かった . 次に , 既往調査［1］［3］

の 61 事例を比較し , 動向を見ると , 営業している施設

が 41 事例 , 撤去された施設が 16 事例 , 閉鎖したが現

存する施設が 4 事例確認できた . それらの立地状況を

見ると , 四国地方や中国地方において閉鎖している施

設が多く見られた . 特に四国地方では ,14 事例のうち

9 事例が閉鎖していた . 一方で九州地方では ,10 事例

のうち閉鎖したのは 1 事例のみであった . これらの閉

鎖された施設を竣工年代で見ると ,1990 年代の閉鎖率

が最も高く 14 事例中 6 事例であった . それに対して

1960 年代の閉鎖率は 11 事例中 3 事例であった .

4．閉鎖施設の特徴　

　機能分類を Figure2 に示す . 形態による違いを

Figure3 に示す . 撤去された施設と現存する閉鎖施設

を合わせた 20 事例を見ると , 飲食施設が最も多く 11

事例あり , 半数以上を占めていた . 次に , 設置形態を

見ると , 離岸連結型が 12 事例 , 接岸接水型が 6 事例 ,

接岸着地型が 2 事例が確認できた . さらに , それらの

基礎形式をみると , 離岸連結型は浮遊式（10 事例）と有

脚式（2 事例）、接岸着地型は着底式（1事例）と有脚式（1

事例）、接岸接水型は着底式（1事例）と浮遊式（2 事例）

と有脚式（3 事例）であり、閉鎖事例の半数は離岸連結

型の浮遊式であることがわかった。

5．おわりに

　本研究では , 全国の海岸線調査により 71 事例の海

洋建築物が確認できた . また ,1999 年と 2015 年の比較

により ,20 事例の閉鎖した施設を確認した . さらに ,

機能や立地状況 , 年代 , 設置形態 , 基礎形式による傾

向を把握した .

Figure1.Figure1.Location status of oceanic architecture

Figure2.Figure2.Classifi cation by function

Figure3.Figure3.Classifi cation by installation mode and basic format
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